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否定と共起する「必ず」について
―近世後期江戸語を中心に―
岡 部 嘉 幸
１．は じ め に
近世後期江戸語（以下、江戸語と呼ぶ）資料には、以下に示すように、否
定述語と共起する副詞「必ず」の用例が存在する。
 女房「そう仕なせへ。必（かならす）好男（いゝをとこ）を持なさ
んな。」（浮世風呂p.１５２（１））
例文のように、「必ず」が否定表現（あるいは禁止表現）と共起するも
のは、現代語としては違和感を覚えるものであり（２）、現代語であれば「決し
ていい男を（旦那に）持ちなさんな」のごとく「決して」が用いられそうで
ある。このような現代語との対照という観点からすると、江戸語における否
定述語と共起する「必ず」の存在は興味深い（３）。また、管見のかぎり、江戸
語における「必ず」の使用実態や否定との関わりについて記述した先行研究
もないようである（４）。そこで、本稿では、江戸語における副詞「必ず」の使
用実態を、どのような述語タイプと共起するか（たとえば、肯定述語と共起
するのか否定述語と共起するのか、など）という観点から調査、記述すると
ともに、否定述語と共起する「必ず」の江戸語から現代語への変遷に関して
もおまかな見取り図を示してみる。
まず、第２節では、江戸語における副詞「必ず」の使用実態を、どのよ
うな述語タイプと共起するのかという観点から記述する。ついで、第３節
では、江戸語との対照という観点から、現代語における「かならず」の使用
実態を、小説を資料として調査し、記述する。さらに、第４節では、現代
語と江戸語との中間段階として、１９００年前後の「必ず」の使用実態を、雑
１
誌『太陽』の記事（１８９５年分と１９０１年分）を資料として、記述する。最後
に第５節で、否定述語と共起する「必ず」の史的変遷について、ごく大雑
把な見取り図を示す。
なお、「必ず」には以下の例文のような「必ずしも」という形態が存在
するが、「必ずしも」は否定述語とのみ共起するなど、その性質が「必ず」
とは大きく異なるため、今回は調査対象から除外する。
 元來（もとより）予（おのれ）は妓院に疎し。依て唯そのおもむき
を畧すのみ。必（かならず）しも洒落本とおなじく評し給ふことな
かれ。（梅児誉美p.６８）
２．江戸語における「必ず」
２．１ 本節の目的と調査資料
本節では、近世後期江戸語における「必ず」の使用実態を、どのような述
語タイプと共起するかという観点から記述する。調査資料は以下のとおりで
ある。
【洒落本】（岩波書店刊『日本古典文学大系』による）
１．『辰巳之園』夢中散人寝言先生（明和７（１７７０））
２．『傾城買四十八手』山東京伝（寛政２（１７９０））
３．『傾城買二筋道』梅暮里谷峨（寛政１０（１７９８））
【滑稽本】（岩波書店刊『日本古典文学大系』による）
１．『東海道中膝栗毛』十返舎一九（享和２（１８０２）～文政５（１８２２））
２．『浮世風呂』式亭三馬（文化６（１８０９）～１０（１８１３））
【人情本】
１．『春色梅児誉美』為永春水（天保３（１８３２）～４（１８３３））
２．『春色辰巳園』為永春水（天保４（１８３３）～６（１８３５））
（以上、岩波書店刊『日本古典文学大系』による）
３．『仮名文章娘節用』曲山人（天保２（１８３１）～５（１８３４））
４．『恋の若竹』寛江舎蔦丸・十字舎三九、十返舎一九（天保４（１８３３）～
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１０（１８３９））
５．『花の志満台』松亭金水（天保７（１８３６）～９（１８３８））
６．『恋乃染分解』楼月亭有人（万延元（１８６０）～慶応元（１８６５））
７．『春色江戸紫』山々亭有人補作（元治元（１８６４））
８．『花暦封じ文』朧月亭有人（慶応年間）
（以上、人情本刊行会編『人情本集』による）
２．２ 述語タイプによる分類
江戸語における「必ず」には、肯定述語と共起するタイプと否定述語と共
起するタイプとが存在する。以下、前者を肯定述語共起型、後者を否定述語
共起型と呼ぶことにする。まず、肯定述語共起型について見ていく。
２．２．１ 肯定述語共起型
肯定述語共起型の「必ず」は、文の表現類型によって、さらに３つに下
位分類できる。第一のタイプは相手（聞き手、読み手）に対して、相手が行
為を行うよう働きかける（命令する、依頼する、提案する）意を表す述語と
共起するタイプである。これを「命令型」と呼ぶ。以下に用例を示す。
Ａ．命令型
 斯うしてあれば、火の用心は氣遣もあるまい。其樣なら「必ず取り
に來て呉りやれ。」（封じ文p.２０８）
 おめへがたも是から、もしも道中しなさることがあるなら、かなら
ずはしごはもちなさるがいゝ。（膝栗毛p.３９８）
第二のタイプは、自分（話し手、書き手）の意志を表す述語と共起するタ
イプである。これを「意志型」と呼ぶ。以下に用例を示す。
Ｂ．意志型
 欲右衞門「明日中には屹度吉左右。」忠六「必ず待つぞ。」と、立出
でて、三方へこそ別れ行きけれ。（染分解p.１５９）
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なお、今回の調査範囲での意志型の用例はの一例のみであった。
第三のタイプとして、事態を叙述するタイプの述語と共起するものが挙げ
られる。これを「叙述型」と呼ぶ。この「叙述型」には、ある事態が一般論
である、あるいは習慣・反復的な出来事であるということを表すもの（例文
、）と、推量・推定表現と共起して、その推量・推定の蓋然性が高いこ
とを表すもの（例文）とが存在する（５）。前者と後者では、文の表現類型が
かなり異なるのであるが、ここでは、叙述文ということで両者を一括して
「叙述型」と呼んでおくことにする。
Ｃ．叙述型
 彦三「學者必ず女好き、聖人も油斷がならねえ。」（染分解p.２６８）
 或人又曰、此客は、げいしやが三味せんをひくと、かならずきせる
で茶わんをたゝく人なりと云〃。（四十八手p.４０７）
 ずいぶんともに行わたりたる米八なれど、さすが女の情なれば、と
けてもつれて思ひ出す、りんきの言葉はくどけれど此道の好女好男
（いろたち）は、かならず推（すい）し給ふならん。（梅児誉美p.３６４）
江戸語における肯定述語共起型の「必ず」は以上の３タイプに分類でき
るが、そのいずれのタイプも現代語で使用可能である。
２．２．２ 否定述語共起型
次に、否定述語共起型の「必ず」について見ていく。否定述語共起型の「必
ず」は、二つのタイプに下位分類できる。第一のタイプは、相手（聞き手、
読み手）に対して、その行為をやめるよう働きかける（禁止する、依頼する、
提案する）意を表す述語と共起するタイプである。これを「禁止型」と呼ぶ。
「禁止型」は肯定述語共起型の「命令型」に対応するものである。以下に用
例を示す。
Ａ．禁止型
	 もう   、其樣な悲しいことは、必ず被仰つて下さいますな。（志
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満台p.１９４）

 女房「そう仕なせへ。必（かならす）好男（いゝをとこ）を持なさ
んな。」（風呂 １５２）（＝）
第二のタイプとして、話し手（書き手）の否定的な意志を表す述語と共起
するタイプがある。これを「意志型」と呼ぶ。以下に用例を示す。
Ｂ．意志型
 お七「夫れ程案じて呉りやる故、必ず他人には言ふまいと、心に誓
つて、居たれども、（封じ文p.２２３）
 アノお吉とか云ふ女は、何樣か心の惡さうな。必ず油斷をせまいぞ
や。』と、聞いてお春は益〃驚き、（志満台p.２４９）
以上のように、江戸語における否定述語共起型の「必ず」は、他者または
自己の行為を何らかの意味で規制する意を表す場合に多く用いられていると
いうことがわかった。また、今回の調査範囲では、肯定述語共起型に存在し
た「叙述型」の「必ず」が否定述語共起型には存在しなかった（６）。
２．３ 江戸語における「必ず」の用例数
以上、江戸語における「必ず」について、共起する述語タイプ（および、
文の表現類型）という観点から分類してきた。次頁の【表１】に今回の調
査範囲における用例数と「否定述語共起型」の「必ず」が全用例数に占める
割合を示す。
【表１】から分かるとおり、江戸語における「必ず」においては、否定述
語共起型の「必ず」が多く使用されている（調査資料全体では、全用例数の
６３％）。この点は、現代語との大きな違いである。また、否定述語共起型の
中では「禁止型」が用例の圧倒的多数を占めているという点も注目される。
ただし、作品によって否定述語型の使用率にかなりの差があることにも注意
が必要である。今回の調査範囲でいえば、洒落本や滑稽本では、否定述語共
起型の使用率はおしなべて低い。これに対して、人情本における否定述語と
の共起率は作品による差はあるものの、総じて高いといえる。したがって、
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【表１】で示した結果が、江戸語総体としての特徴であるのか、あるいは、
人情本という特定の作品ジャンル、ないし、その作品で描かれている特定の
社会階層（７）における特徴なのかということを今後検討していく余地があると
思われる。
３．現代語における「必ず」
３．１ 本節の目的と調査資料
第２節で見たように、江戸語の「必ず」では、否定述語と共起するもの、
その中でも特に禁止表現と共起するものが多数を占めている。江戸語のこの
ような「必ず」の使い方は、筆者の内省では、現代語では極めてありにくい
と感じられる。そこで、本節では、現代語の小説を対象として、現代語にお
ける「必ず」の使用実態をごく簡単に確認しておく（８）。調査には、『新潮文
庫の百冊［CD-ROM］』を用い、以下の作品について用例を検索した。
・赤川次郎『女社長に乾杯！』
・沢木耕太郎『一瞬の夏』
・椎名誠『新橋烏森口青春篇』
【表１：江戸語における「必ず」の用例数】
?
?
????????
?
??????????
?
?????????????
?
肯定
命令 １ ― ― ２ ２ １ １ １ １ ― １ ２ ２ １４
意志 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― １ １ １ ３
叙述 ― １ １ １ ３ ２ １ ― ２ １ １ ― １ １４
小 計 １ １ １ ３ ５ ３ ２ １ ３ １ ３ ３ ４ ３１
否定
禁止 １ ― ― ― １ ５ ６ １０ ２ ３ １０ ２ １０ ５０
意志 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ２ ― ― １ ３
叙述 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ０
小 計 １ ０ ０ ０ １ ５ ６ １０ ２ ５ １０ ２ １１ ５３
否定率（％）５０ ０ ０ ０ １６．７ ６２．５ ７５ ９０．９ ４０ ８３．３ ７６．９ ４０ ７３．３ ６３
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・曽野綾子『太郎物語』
・筒井康隆『エディプスの恋人』
・藤原正彦『若き数学者のアメリカ』
・村上春樹『世界の終りとハードボイルド・ワンダーランド』
３．２ 述語タイプによる分類
江戸語に準じて、現代語における「必ず」の用例を示す。
３．２．１ 肯定述語共起型
Ａ．命令型
 「帰るときは必ず、教えて下さい。送別会を開きますから。」（太郎）
Ｂ．意志型
 明日、午前十一時半から十二時まで、ホテルの部屋で待っていてく
ださい。その間に、必ず電話をします。（一瞬）
Ｃ．叙述型
 人はいつか必ず死ぬし、肉体は必ず滅びます。（世終）
 その夏、私は毎夜、酒を呑んでいた。どこかで必ず呑んでいた。
（一瞬）
 そしていつか必ず、彼らのぬるぬるとした手が私の足首をしっかり
と捉えるだろう。（世終）
以上に見るように、肯定述語共起型の場合、ほぼ江戸語と変わらない用例
を得ることができる。
３．２．２ 否定述語共起型
今回の調査範囲では、Ａ．「禁止型」、Ｂ．「意志型」の用例は存在しなかっ
た。「必ず」の全用例１１９例のうち、否定述語共起型の用例は、以下のＣ．
「叙述型」の１例のみである。
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【表２：現代語における「必ず」の用例数】
女社 一瞬 新橋 太郎 エディ 若き 世終 合計
肯 定
命 令 ― ２ ― ３ ― ― ― ５
意 志 ３ ２ ― ５ ― ― ４ １４
叙 述 ３ １６ １０ ２６ １２ １３ １９ ９９
小 計 ６ ２０ １０ ３４ １２ １３ ２３ １１８
否 定
禁 止 ― ― ― ― ― ― ― ０
意 志 ― ― ― ― ― ― ― ０
叙 述 ― ― ― １ ― ― ― １
小 計 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １
否定率（％） ０ ０ ０ ２．８ ０ ０ ０ ０．８
Ｃ．叙述型
 うちのおふくろさんみたいに、昼間は必ず家にいないような女は、
だめだね（太郎）（９）
例文は肯定述語共起型の「叙述型」に対応する否定側の「叙述型」とい
うことができる。
３．３ 現代語における「必ず」の用例数
以下の【表２】に現代語における「必ず」の用例数と否定述語共起型の
用例数に占める割合を示す。
【表２】からわかるように、現代語において、「必ず」が否定述語と共起す
ることはほとんどない。その意味で、現代語の「必ず」は「肯定極性」を有
しているということができるだろう。また、極めて稀に存在する否定述語共
起型の「必ず」は、江戸語において用例の大多数を占めた「禁止型」ではな
く、江戸語では用例が確認できなかった「叙述型」であるという点にも注意
しておきたい。
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４．近代語における「必ず」
―雑誌『太陽』（１９８５年・１９０１年）を例として―
４．１ 本節の目的
第２節、第３節では、それぞれ江戸語における「必ず」の使用実態と現
代語における「必ず」の使用実態を確認した。その結果、江戸語と現代語で
は副詞「必ず」の使用実態に大きな差異があることがわかった。具体的にい
えば、江戸語では否定述語共起型の「必ず」（その中でも特に「禁止型」）の
使用率が高かったのに対し、現代語においては否定述語共起型の「必ず」は
ほとんど使用されないという違いである。
それでは、江戸語と現代語の間にある近代語における「必ず」の使用実態
はどのようなものであったのだろうか。本節では、その一端を知るために、
総合雑誌『太陽』の１８９５年１号～１２号、１９０１年１号～１４号（それぞれ一年
分）の記事を対象として、当時の「必ず」の使用実態を見ていくことにする。
なお、調査にあたっては、国立国語研究所編『太陽コーパス［CD-ROM］
―雑誌「太陽」日本語データベース』（国立国語研究所資料集１５）を使用した。
４．２ 述語タイプによる分類
江戸語の分類に準じた形で、『太陽』における「必ず」の用例を示す。
４．２．１ 肯定述語共起型
Ａ．命令型（１０）
 切羽詰つた其時は必らず參つて相談いたせ、（福地桜痴「夜の鶴
（下）」：小説、１８９５―９）
Ｂ．意志型
 宜ウがすとも、手前がお引受け申したからは必ず相談を纒めます。
（内田魯庵「古物商」：小説雑俎、１９０１―１０）
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Ｃ．叙述型
 其風が一般に上流社會の常習と爲て、宴會は必ず藝者を伴ふと云ふ
風になつた、（久保田譲「社会の腐敗救治意見」：名家談叢、１９０１―１）
 故に英若し我に近づかば、露は必ず我に遠ざからん。露若し我に親
まば、英は必ず我を疎んぜん。（尾崎行雄「既往の観察」：論説、
１８９５―６）
４．２．２ 否定述語共起型
Ａ．禁止型
 左らばよ長吉、此詞必らず忘れな他に聞くな、南、無阿とだん   
聲細り唇動かずなりければ、（饗庭篁村「従軍人夫」：小説、１８９５―１）
 佛蘭西組織の兵を造る時は悉く用ゐなければならぬ、必ず誇つては
ならぬと嚴重に示し、土佐に歸つた、（片岡健吉（談話）「土佐藩兵
制改革談」：歴史、１９０１―１２）
Ｂ．意志型
 親父   。親父は必ず逃がさんぞ。（川上眉山「書記官」：小説、
１９８５―２）
 其心根を感じ此家の戸主にも段々の始末を語り、此後、必らず離縁
はしまいといふ誓言立をして媒妁を頼み、（幸堂得知「心中女」：小
説、１９８５―１０）
Ｃ．叙述型
 瑕瑾なきを欲するもの亦た必らず大器をなさず（岡倉天心「橋本雅
邦」：美術、１９８５―３）
 臺灣には一種の風土病ありて足一度び此地を踏めば必ず病魔の襲來
を免れずと信ずるものあり。（添田寿一「台湾の経営」：論説、１９０１―
５）
以上見たように、近代語においては、肯定述語叙述型、否定述語叙述型の
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【表３：雑誌『太陽』における「必ず」の用例数】
１８９５ １９０１ 合 計
肯 定
命 令 １４８ １０３ ２５１
意 志 ２１ １８ ３９
叙 述 ４５３ ３２９ ８１２
小 計 ６２２ ４５０ １０７２
否 定
禁 止 １８ ２ ２０
意 志 ４ １ ５
叙 述 ２３ １６ ３９
小 計 ４５ １９ ６４
否 定 率（％） ６．７ ４．１ ５．６
双方において、「命令型」（「禁止型」）、「意志型」、「叙述型」の用例を見るこ
とができる（１１）。
４．３ 近代語における「必ず」の用例数
以下の【表３】に雑誌『太陽』における「必ず」の用例数と否定述語共
起型が用例数に占める割合を示す。
【表３】に見るように、『太陽』における「必ず」の使用状況は、否定述語
共起型のうち、「禁止型」と「意志型」の「必ず」の用例が存在するという
点で、現代語と異なり、逆に、江戸語とは連続的であるといってよい。ただ
し、全用例数に占める否定述語共起型の割合を見ると、江戸語に比べてかな
り低くなっていることにも注意が必要である（江戸語において、否定率は
６３％）。また、現代語では稀に存在するが、今回の調査範囲の江戸語では見
いだされなかった否定述語共起型の「叙述型」の用例が存在するという点で、
『太陽』における「必ず」の使用状況は現代語に連続しているということも
できる。
以上の点を考慮すると、『太陽』における「必ず」の使用実態は、江戸語
と現代語のちょうど中間段階を示していると言ってよいように思われる。
否定と共起する「必ず」について―近世後期江戸語を中心に―
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【図１：否定述語共起型「必ず」の変遷】
５．否定述語共起型「必ず」の史的変遷―まとめにかえて―
以上、江戸語、近代語、現代語における副詞「必ず」の使用実態の一斑を
見てきた。本節では、これまで述べてきたことを否定述語共起型の史的変遷
という形で今一度まとめなおすとともに、今後の課題についても言及する。
否定述語共起型の「必ず」は、江戸語においては盛んに用いられ、近代語
においてもその命脈を保っていたが、現代語に至って、ごく稀にしか用いら
れなくなった。本稿で述べた否定述語共起型の「必ず」の史的変遷をごく大
雑把に図示すれば、以下の【図１】のようになるだろう。
否定述語共起型のうち、「禁止型」は江戸語において多用され（１２）、近代語
においても少ないながら用いられたが、現代語では用いられなくなってい
る。「意志型」は、江戸語・近代語ともに用例数が少ないながらも用いられ
ていたが、「禁止型」と同様に現代語では用いられなくなっている。これら
の「必ず」が受け持っていた領域は、現在では「決して」や「絶対」などの
副詞の受け持つ範囲になっているのだろう。「叙述型」は、今回の調査範囲
では「近代語」の段階で初めて見いだされたが、江戸語において「叙述型」
が存在しなかったと断言することは躊躇される。これについては、さらなる
調査が必要であり、今後の課題としたい。この「叙述型」はごく稀にではあ
るが、現代語でも用いられることがある。なお、近代語、現代語ともに、否
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定述語共起型における「叙述型」は、すべて一般論や習慣的・反復的な出来
事を表すタイプであり、推量表現と共起するタイプのものは存在しない。
「禁止型」「意志型」をめぐっては、これらが使われなくなったのは、だい
たいいつ頃なのか、また、使われなくなった要因は何なのかということが今
後の課題となろう。その際には、類義的な副詞である「決して」や「絶対」
との関係を見る必要もある。
また、今回はそこまで力が及ばなかったが、高山（２００２）による中古語
の分析にあるような、「必ず」が構造的観点からどのような節タイプで用い
られるのか（たとえば、「必ず」が中止節、連体節中で用いられるのか、主
節で用いられるのか）という分析も必要であろう。あくまでも筆者の主観に
過ぎないが、現代語における否定述語共起型の「必ず」（「叙述型」）は、主
節内に生起する場合よりも連体節内に生起する場合の方が許容度が上がるよ
うに思われる。たとえば、以下の例文をご参照いただきたい。
 ？うちの母親は昼間、必ず家に居ない。
 昼間、必ず家に居ない母親
この点に関しても、今後の課題としたい。
さらに付言すれば、この「否定述語共起型」の「必ず」が用いられるか否
かということが、当該資料の江戸語的性格ないし近代語的性格を測るための
指標となる可能性もある。これについても、今後検討してゆきたい。
注
 調査資料の詳細については、２．１をご参照いただきたい。また、例文におけ
るページ数は依拠本文におけるページ数を、括弧はその部分がルビであるこ
とを示す。なお、例文には、都合によりルビを省略したところ、表記を私意
で改めたところがある。
 たとえば、現在の副詞論の先駆をなす山田孝雄（１９３６）では、「必ず」を陳
述副詞とした上で、「述語に断言を要するもの」のうちの「肯定を要するも
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の」に分類している。また、佐治圭三（１９８７）など、現代語の副詞「必ず」
を取り上げた論文には、多く、「必ず」は否定形と共起しない旨の記述がある。
 高山善行（２００２）、井上博嗣（２００５）、小柳智一（２００５）が示すように、中古
語においても否定表現と共起する「必ず」が存在する。ただし、これらの論
文が指摘するように、中古語において否定と共起する「必ず」の中には「必
ずしも」の意で用いられるものもある。なお、今回の調査範囲の江戸語では、
「必ずしも」の意で用いられている「必ず」は存在しなかった。
 たとえば、湯澤幸吉郎（１９５７）では、「必ず」についての言及はない。
 今回の調査範囲では、後者の推量・推定表現と共起するタイプのものは例文
の他にあと１例のみであり、多くの場合、一般論や習慣的な出来事を表す
ものであった。
 第４節で述べるが、明治・大正期の文献では、否定述語共起型の「必ず」に
おいて「叙述型」が存在する。とすると、江戸語においても「叙述型」の「必
ず」が存在した可能性を否定できない。この点についてはさらなる調査が必
要であり、今後の課題としたい。
 一般的に、洒落本、滑稽本は下層町人の言語を、人情本は上層町人の言語を
反映していると言われている。詳しくは、小松寿雄（１９８５）などを参照のこと。
 現代語の「必ず」の意味・用法については、森本順子（１９９４）、呉珠煕（１９９９）、
工藤浩（２０００）などが詳しい。ご参照いただきたい。
	 「～しないといけない」「～しなければならない」に類する述語と共起する「必
ず」については、その述語が形態上は否定であるが、意味上は「～する必要
（義務）がある」という肯定的意味を表すと考え「肯定述語共起型」とみな
しておく。下位分類については、「～する必要（義務）がある」という意味
が、間接的にではあるが、他者（一般者の場合もある）への働きかけを表す
と考えられることから、「命令型」としておく。これに該当する用例は、今
回の調査範囲では、以下の１例のみである。
・太郎にはわからんだろうけど、握り飯というものは、必ずある程度飯の
量が無いといかんのだ（太郎）
また、次の例は、今回の調査範囲ではないが同類の例である。
・屏風山まで行くには、どこかで必ず大河を渡らなければならない。（沢
村凛『瞳の中の大河』、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」による）
これらの例を「命令型」ではなく、「叙述型」（あるいは第４のタイプ）と見
ることも可能だが、それによって本稿の趣旨に大きな影響が出ることはない。
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なお、以下のように「～にちがいない」に類する述語と共起する場合も考
えられる。
・太郎は必ずここに姿を現すにちがいない。（作例）
この場合も、実質的に肯定述語と考え、「肯定述語共起型」のうちの「叙述
型」（推量の高い蓋然性を表すもの）と見なす（今回の調査範囲には該当例
なし）。

 すでに注	で述べたとおり、「～しないといけない」「～しなければならない」
に類する述語と共起するものは、便宜上、肯定述語共起型の「命令型」とし
てカウントした。たとえば、以下のようなものである。
・此國の事情を知らんと欲せば、必ず勞苦して此國の言語を學ばざるべか
らず（三宅雪嶺「漢字の利害」：論説、１８９５―１）
 ただし、否定述語共起型の「叙述型」には推量表現と共起するタイプのもの
はなかった。
 ただし、既に述べたように、作品ジャンル、話者の社会階層による偏りとい
う可能性を捨てきれない。
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